
令和５年度下水道事業評価（終了時）　一覧表

有効性
指標や目標
値の達成度

目的に対する
実施内容

効率性
業務のプロセ
ス改善（創意
工夫）

投入した費
用・労力に対
する成果

説明責任
意見や苦情
に対する適切
な対応

情報発信の
実施

組織学習
職員の知識
向上のため
の取組み

知識の伝達

有効性 Ｂ Ａ Ｂ

効率性 Ｂ Ｂ

説明責任 Ｂ Ｂ

組織学習 Ｂ Ｂ

有効性 Ｂ Ａ Ｂ

効率性 Ｂ Ｂ

説明責任 Ｂ Ｂ

組織学習 Ｂ Ｂ

有効性 Ｂ Ａ Ｂ

効率性 Ｂ Ａ

説明責任 Ａ Ｂ

組織学習 Ｂ Ｂ

有効性 Ｂ Ａ Ｂ

効率性 Ｂ Ｂ

説明責任 Ｂ Ｂ

組織学習 Ｂ Ｂ

有効性 Ｂ Ａ Ｂ

効率性 Ａ Ａ

説明責任 Ｂ Ｂ

組織学習 Ｂ Ｂ

Ⅱ-1
浸水に対する安
全・安心なまち
づくりを推進しま
す

Ⅱ
安
全
・
安
心
な
く
ら
し
の
実
現

土地利用の変化や低い土地の形状な
どに伴い浸水被害が発生している地
域では、雨水管きょを整備するほか、
貯留施設などの整備を検討します。

①当初予算額
(千円)

②現計予算額
（千円）

0 － 上下水道広報誌「みずぐるま」第74
号、「広報かわぐち」7月号で浸水対
策についての記事を掲載し、意識啓
発を行いました。

□広報誌による情報提供

□下水道処理人口普及率
　（88.80%/88.89%）

0 － ・公共施設管理者に対して、上青木住宅
をはじめ、12件の事前協議を行い、設置
場所の土質・地下水位等を考慮した雨水
流出抑制施設の提案を実施しました。
・戸塚環境センターなど、7件の完了検査
を行い、雨水流出抑制施設の効用を十
分に発揮させるために、維持管理の周知
徹底を図りました。

□雨水流出抑制施設設置
　（7件）

①0

②0

0

□整備排水区数
　（4排水区/4排水区）

□雨水管きょ整備
　（0.39ｋｍ/0.41ｋｍ）

270,202 73%

①1,862,157

②1,862,157

1,510,764 81% ・下水道（汚水）の整備が進んでいな
い地域に、汚水管きょを7.2km整備し
ました。令和6年度に実施することと
なった工事や区画整理事業の進捗に
伴い未実施の工事等があったため、
数値目標の11.2kmには届きませんで
したが、事業の進捗としては予定どお
りです。
・土地区画整理事業施行者及び他の
関係機関と協議・調整を行い、効率
的な工事を行いました。
・工事施工にあたり、交通渋滞等がな
いように、事前に施工方法、施工体
制を確認し、事故等もなく工事を行い
ました。

Ⅰ
快
適
な
生
活
環
境
の
実
現

上下水道総務課 土地利用の変化や低い土地の形
状などに伴い浸水被害が発生して
いる地域では、引き続き、下水道
（雨水）の整備に取り組みます。

浸水対策に対する情報を市民に提供
することにより、市民一人ひとりの防
災意識を高めます。
また、市民に対し浸水情報を少しでも
早く伝えられるよう、情報通信技術
（ICT）を活用した情報提供について研
究します。

・下水道（汚水）の整備が進んでいない地域
及び土地区画整理事業地区等に汚水管きょ
を11.2km整備します。
・土地区画整理事業施行者及び他の関係機
関と協議・調整を行い、効率的な工事を執行
します。
・工事施工にあたっては、他事業者と工事時
期や施工方法等の調整を行うとともに、工事
施工業者に対して事前に施工方法、施工体
制の確認を行い、交通渋滞等がないよう市民
生活に配慮します。

Ⅱ-1-①
計画的な下水
道（雨水）整備
の推進

下水道建設課 土地利用の変化や低い土地の形
状などに伴い浸水被害が発生して
いる地域では、引き続き、下水道
（雨水）の整備に取り組みます。

Ⅱ-1-②
公共施設にお
ける雨水流出
抑制の推進

下水道維持課 土地利用の変化や低い土地の形
状などに伴い浸水被害が発生して
いる地域では、引き続き、下水道
（雨水）の整備に取り組みます。

公共施設の建て替えなどを行う場合
には、関係機関と協議・連携を図り、
地下貯留などの雨水流出抑制施設の
設置を進めます。

Ⅰ-1-②
整備困難地域
における下水
道（汚水）整備
の検討

下水道建設課 生活環境の改善や河川などの水質
を保全するため、下水道（汚水）の
整備が進んでいない地域において
は、引き続き、下水道（汚水）の整
備に取り組みます。

道路幅員が狭い場合や地下埋設物の
影響などにより、下水道管を埋設する
工事が難しい場所については、効率
的な整備方法を検討するとともに、新
工法の採用について研究します。

生活環境の改善や河川などの水質
を保全するため、下水道（汚水）の
整備が進んでいない地域において
は、引き続き、下水道（汚水）の整
備に取り組みます。

下水道（汚水）の整備が進んでいない
地域については、既に整備している地
域と早期に均衡が図れるよう整備を進
めるとともに、土地区画整理事業など
が計画・実施されている地域では、街
路整備の進捗に合わせて整備を行う
ほか、一定の条件を満たす場合には、
先行して整備を進めます。

浸水対策に対する市民一人ひとりの防災意
識を高めるため、上下水道局ホームページな
どを活用した情報提供を行います。

・公共施設に広く雨水流出抑制施設を整備す
ることにより、浸水被害の発生しにくい都市づ
くりに長期的かつ継続的に取り組みます。
・公共施設に設置された雨水流出抑制施設の
効用を十分に発揮させるために、公共施設管
理者に対して、維持管理の周知徹底を図りま
す。

・浸水被害が発生している地域に、雨水管きょ
を0.41km整備します。
・東川口駅周辺浸水対策工事において、公園
復旧工事を行います。

・新工法説明会等に参加し研究を進めるとと
もに、情報共有を行います。
・道路工事調整会議への出席やガス事業者
等の他埋設企業からの事前協議書の確認を
行い、下水道管工事に支障をきたさないよう
情報共有を行います。

Ⅱ-1-③
浸水対策に対
する情報提供
による自助の
促進

引き続き情報収集の手段や
ホームページ等による情報
発信の方法を精査します。

現
状
維
持
で
継
続

より多くの市民に情報が行
き渡るよう、情報媒体を増や
すことで改善を見込みます。

①0

②0

①370,016

②370,016

①0

②0

実
施
方
針

施策目標 施策 主管課 施策目標 施策
取組内容、数値目標及び

スケジュール
（単年度）

Ⅰ-1-①
計画的な下水
道（汚水）整備
の推進

下水道建設課Ⅰ-1
生活環境の改
善や河川の水
質保全に努めま
す

決算額
（千円）

－ ・道路幅員が狭い場合や、地下埋設
物の影響などにより、下水道管の埋
設工事が難しい場所の工法につい
て、課内で情報共有を行いました。
・道路工事調整会議やガス事業者等
の他埋設企業からの事前協議書の
確認を行い下水道管工事に支障をき
たさないよう、情報共有を行いまし
た。

・浸水被害が発生している地域に、雨
水管きょ0.39kｍの整備を行いまし
た。
・東川口駅周辺浸水対策工事におい
て、公園復旧工事を行いました。

視点評価

各施策の目標値に
対する実績値

（実績値/目標値）
執行率 達成状況

□下水道処理人口普及率
　（88.80%/88.89%）

□汚水管きょ整備
　（7.2.km/11.2km）

総合評価

評価理由
（特記事項）

下水道未整備地区につい
て、整備可能な箇所を行っ
ていき、普及率の向上に努
めます。

現
状
維
持
で
継
続

今後の
実施
方針

現
状
維
持
で
継
続

現
状
維
持
で
継
続

現
状
維
持
で
継
続

今後、浸水対策を実施して
いく地域について、最も効率
的かつ効果的な整備方法、
整備地区を検討します。

住民の意見や苦情等に対
し、適切に対応しました。ま
た、費用については施工に
あたり経済的な手法を用い
たことにより、抑えることが
できました。さらに、令和元
年度より行っていた東川口
駅周辺浸水対策事業を大き
な事故もなく完了しました。

公共施設における雨水流出
抑制施設の推進は、「川口
市雨水流出抑制指針・マ
ニュアル」により進めていま
す。公共施設の改築等を
行った際に、施工の手直し
が発生する場合があるた
め、手直しが発生しないよう
に、今後においても、指針・
マニュアルによる理解等、
施策の情報発信を積極的・
効果的に進めていきます。

事業を実施する上での
課題及び改善方針

下水道工事に係る工法等の
情報共有をさらに高めてい
き、早期の下水道整備に努
めます。

道路幅員が狭い場合や、地
下埋設物の影響等により、
下水道管を埋設する工事が
難しい場所について、引き
続き効率的な整備方法を検
討するとともに、新工法の採
用について研究します。

土地区画整理事業施行者
等と協議・調整を行い、計画
通りに工事が執行できるよ
う努めます。

公共施設の建て替えなどの
際に、雨水流出抑制施設を
公共施設管理者に対して要
請しており、今後も広く関係
各課に対して周知していき
ます。



令和５年度下水道事業評価（終了時）　一覧表

有効性
指標や目標
値の達成度

目的に対する
実施内容

効率性
業務のプロセ
ス改善（創意
工夫）

投入した費
用・労力に対
する成果

説明責任
意見や苦情
に対する適切
な対応

情報発信の
実施

組織学習
職員の知識
向上のため
の取組み

知識の伝達

①当初予算額
(千円)

②現計予算額
（千円）

実
施
方
針

施策目標 施策 主管課 施策目標 施策
取組内容、数値目標及び

スケジュール
（単年度）

決算額
（千円）

視点評価

各施策の目標値に
対する実績値

（実績値/目標値）
執行率 達成状況

総合評価

評価理由
（特記事項）

今後の
実施
方針

事業を実施する上での
課題及び改善方針

有効性 Ｂ Ａ Ｂ

効率性 Ｂ Ｂ

説明責任 Ｂ Ｂ

組織学習 Ｂ Ｂ

有効性 Ｂ Ａ Ｂ

効率性 Ｂ Ａ

説明責任 Ｂ Ｂ

組織学習 Ｂ Ｂ

有効性 Ａ Ａ Ｂ

効率性 Ｂ Ｂ

説明責任 Ｂ Ｂ

組織学習 Ｂ Ｂ

有効性 Ａ Ａ Ｂ

効率性 Ａ Ｂ

説明責任 Ｂ Ｂ

組織学習 Ｂ Ｂ

有効性 Ｂ Ａ Ｂ

効率性 Ｂ Ｂ

説明責任 Ｂ Ｂ

組織学習 Ｂ Ｂ

有効性 Ｂ Ａ Ｂ

効率性 Ｂ Ｂ

説明責任 Ｂ Ｂ

組織学習 Ｂ Ｂ

Ⅱ-2
地震に対する防
災・減災を推進
します

Ⅱ
安
全
・
安
心
な
く
ら
し
の
実
現

Ⅲ-1
管路施設の適
切な管理により
事故の未然防
止に努めます

93% ・災害発生時においてもトイレが利用
できるよう、マンホールトイレ8箇所の
整備を行いました。（十二月田中学
校、元郷小学校、領家小学校、幸町
小学校、青木北小学校、中学校夜間
学級、戸塚小学校、県立川口東高等
学校）
・工事施工にあたり学校運営に支障
がないように、事前に施工方法、施工
体制を確認し、事故等もなく工事を行
いました。

262,962 73% □汚水管きょ更生工事
　（地震対策）
　（432ｍ/921ｍ）

□マンホール浮上防止対策率
　（63.7％/64.2％）

□重要な幹線等の耐震化率
　（55.0％/56.8％）

27,995 73%

119,889

・管きょの地震対策として管きょ更新
の更生工事を432ｍ実施しました。国
庫補助金の減額により、数値目標の
921ｍには届きませんでしたが、事業
の進捗としては予定どおりです。
・マンホール浮上防止対策として16基
の対策工事を行い、管きょ更新のた
めの管更生実施設計を615ｍ行いま
した。

□ポンプ場の耐震化率
　（47.6％/47.6％）

□耐震診断
　（1件/2件）

□耐震補強工事
　（1件/1件）

青木中継ポンプ場耐震補強工事及び
それに伴う監理業務委託は工期内に
竣工しました。伊刈排水機場の耐震
診断は契約期間内に完了しました。
なお、領家第八公園ポンプ場の耐震
診断の設計額が足りなくなったため、
令和６年度に実施します。

□マンホールトイレ設置率
　（65.4％/65.4％）

□マンホールトイレの設置
　（8箇所/8箇所）

「川口市下水道事業業務継続計画」（下水道
ＢＣＰ）の見直しを行い、その内容を局内職員
に周知します。
また、下水道ＢＣＰに基づく訓練を実施しま
す。

①0

②0

「川口市地域防災計画」に示されてい
る指定避難所などを対象とし、災害用
マンホールトイレの整備を進めます。

Ⅱ-2-④
危機管理体制
の向上

－ ・川口市下水道事業業務継続計画
(下水道ＢＣＰ)の更新を行い、局内職
員に周知しました。
・上下水道局において、下水道ＢＣＰ
に基づき、管理部及び事業部による
災害対策訓練として避難誘導訓練を
実施しました。また、災害時支援関東
ブロック情報連絡訓練、埼玉県下水
道災害対策実動訓練に参加しまし
た。

□避難誘導訓練
　（実施/実施）

Ⅱ-2-①
管路施設にお
ける耐震化の
推進

下水道維持課 大規模地震災害時においても下水
道の機能を確保するため、下水道
施設の耐震化（防災対策）と被害の
最小化（減災対策）を組み合わせる
ことにより計画的な地震対策に取り
組みます。

新設する管きょは、各種耐震対策指
針に基づき、可とう性継手を用いるな
ど耐震性の強化を図ります。一方、既
に埋設されている重要な管きょ、（避
難所からの汚水を受ける管きょ、緊急
輸送道路下にある管きょ、河川や軌道
を横断している管きょ）については、優
先的に管更生などの耐震化を進めま
す。また、緊急輸送道路下にあるマン
ホールのうち、液状化によるマンホー
ル浮上の恐れがあると判定されたマン
ホールについては、優先的に浮上防
止対策を行います。

総合地震対策計画（第2期）に基づき、令和2
年度から6年度までの5年間で計画を実施しま
す。
・管きょの地震対策としては、耐震化工事を実
施します。
・マンホール浮上防止対策は浮上防止工事を
行います。

①359,359

②359,359

Ⅱ-2-②
ポンプ場にお
ける耐震化の
推進

Ⅱ-2-③
災害用マン
ホールトイレの
整備推進

下水道建設課 大規模地震災害時においても下水
道の機能を確保するため、下水道
施設の耐震化（防災対策）と被害の
最小化（減災対策）を組み合わせる
ことにより計画的な地震対策に取り
組みます。

ポンプ場管理セ
ンター

大規模地震災害時においても下水
道の機能を確保するため、下水道
施設の耐震化（防災対策）と被害の
最小化（減災対策）を組み合わせる
ことにより計画的な地震対策に取り
組みます。

耐震性能の評価・調査診断を行い、耐
震性能が不足していると判定されたポ
ンプ場については、耐震補強を進めま
す。

被災による影響度が大きい施設を考慮し、伊
刈排水機場、領家第八公園ポンプ場の耐震
診断、青木中継ポンプ場の耐震補強工事を
実施します。

①37,972

②38,500

大規模地震災害時においても下水
道の機能を確保するため、下水道
施設の耐震化（防災対策）と被害の
最小化（減災対策）を組み合わせる
ことにより計画的な地震対策に取り
組みます。

下水道が果たすべき機能を維持・回
復することを目的とした被災時の行動
計画である「川口市下水道事業業務
継続計画」に基づく訓練を行い、災害
に強い危機管理体制の向上に努めま
す。

0

13,468 81%

竣工図及び管内調査結果
等のデータ更新を予定通り
行いました。

例年どおり、データベース化
を図り、新規工事の入力も
進めています。

－ スキャナー機能付きの大型プリンター
を導入し、過去の工事図面をスキャン
することにより、ＣＡＤ化を進め、今後
の工事発注等に生かすことができま
した。

当初の予定通り公共下水道台帳調
整業務委託を発注し更新を行いまし
た。

□下水道台帳システム情報更新 上下水道のシステム統合に
向け、引き続きデータ整備
を実施します。

今後の施設管理に役立つよ
う、紙図面のデータ化を継
続的に行います。また、手
作業により時間を要するた
め、効率的に行う手法を検
討します。

現
状
維
持
で
継
続

現
状
維
持
で
継
続

耐震化に関する情報収集に
努め業務のプロセス改善を
図ります。

早期の全ポンプ場耐震化完
了に向け、まずは耐震診断
が完了していないポンプ場
について今後早急に実施
し、全体計画の把握をして
いきます。

実際に組み立てながらの説
明を行い、避難所施設担当
者及び自治会等へ効果的
な周知を行いました。

万全な体制を構築するた
め、早期に事業を実施する
ことで改善を見込みます。

工事を発注するための財源
となっている国庫補助金の
交付額が年々減少し、工事
施工延長が短くなっていま
す。
引き続き工事に必要な国庫
補助金の交付に向けて要望
を行っていきます。

現
状
維
持
で
継
続

現
状
維
持
で
継
続

総合地震対策計画の第２期
の４年目が終了し、耐震事
業が早期に終了するよう加
速化を図っており、耐震診
断や補強設計を含め、予定
している計画目標を確実に
施行できるよう適切に準備
を行っていきます。

来年度も予定している学校
（8箇所）にマンホールトイレ
を確実に整備するため、学
校責任者及び施設責任者と
の事前調整等を実施しま
す。また、積極的に研修等
に参加することで設計の知
識向上を図ります。

・川口市下水道事業業務継
続計画(下水道ＢＣＰ)の見
直しを確実に行い、埼玉県
に報告します。
・下水道ＢＣＰに基づく災害
対策訓練の準備を早めに進
め、効果的な訓練になるよう
訓練内容の検討を行いま
す。

現
状
維
持
で
継
続

現
状
維
持
で
継
続

Ⅲ-2
ポンプ場施設の
適切な管理によ
り事故の未然防
止に努めます

Ⅲ-2-②
改築情報など
のデータベー
ス化の検討（再
掲）

ポンプ場管理セ
ンター

定期的な点検・調査により施設の
状況を把握するとともに、修繕によ
る施設の延命化を図りながら計画
的な改築に取り組みます。

効率的に下水道施設の維持管理を行
うため、改築情報などのデータベース
化を検討します。

ストックマネジメント計画の一環として改築情
報をデータベース化するシステムを構築しま
す。

①0

②0

0

①16,554

②16,554

Ⅲ-1-②
改築情報など
のデータベー
ス化の検討

下水道維持課 流下機能の継続的な維持や道路
陥没など管路施設の不具合に起因
する事故を未然に防止するため、
適切な維持管理を行い、計画的に
改築に取り組みます。

効率的に下水道施設の維持管理を行
うため、改築情報などのデータベース
化を検討します。

竣工図、排水設備確認申請書、管内調査の
各種情報を基に公共下水道台帳システムの
データ更新を行います。

Ⅲ
下
水
道
施
設
の
適
切
な
管
理

・災害発生時においてもトイレが利用できるよ
う、マンホールトイレを8箇所設置します。
（十二月田中学校、元郷小学校、領家小学
校、幸町小学校、青木北小学校、中学校夜間
学級、戸塚小学校、県立川口東高等学校）
・工事施工にあたり学校運営に支障がないよ
うに、事前に施工方法、施工体制を確認しま
す。

①128,568

②128,568

上下水道総務課



令和５年度下水道事業評価（終了時）　一覧表

有効性
指標や目標
値の達成度

目的に対する
実施内容

効率性
業務のプロセ
ス改善（創意
工夫）

投入した費
用・労力に対
する成果

説明責任
意見や苦情
に対する適切
な対応

情報発信の
実施

組織学習
職員の知識
向上のため
の取組み

知識の伝達

①当初予算額
(千円)

②現計予算額
（千円）

実
施
方
針

施策目標 施策 主管課 施策目標 施策
取組内容、数値目標及び

スケジュール
（単年度）

決算額
（千円）

視点評価

各施策の目標値に
対する実績値

（実績値/目標値）
執行率 達成状況

総合評価

評価理由
（特記事項）

今後の
実施
方針

事業を実施する上での
課題及び改善方針

有効性 Ａ Ａ Ｂ

効率性 Ａ Ｂ

説明責任 Ｂ Ｂ

組織学習 Ｂ Ｂ

有効性 Ａ Ａ Ｂ

効率性 Ａ Ｂ

説明責任 Ｂ Ｂ

組織学習 Ｂ Ｂ

有効性 Ｂ Ａ Ｂ

効率性 Ｂ Ｂ

説明責任 Ｂ Ａ

組織学習 Ｂ Ｂ

有効性 Ｂ Ａ Ｂ

効率性 Ａ Ｂ

説明責任 Ｂ Ａ

組織学習 Ｂ Ｂ

有効性 Ｂ Ａ Ｂ

効率性 Ｂ Ｂ

説明責任 Ｂ Ｂ

組織学習 Ｂ Ｂ

Ⅳ-1-①
経営安定化の
推進

上下水道総務課 将来にわたり安定した下水道サー
ビスを市民に提供するため、経営
基盤の強化に努めます。

効率的な施設管理、コストの削減、建
設投資にかかる経費の平準化などを
図り、下水道事業の安定経営に努め
ます。また、下水道への接続を促進す
るなど収入の確保に努めます。

・事業評価およびローリングを実施し、各施策
の進捗管理を行います。
・財政収支計画を検証するとともに経営戦略
を適宜見直します。

現
状
維
持
で
継
続

現
状
維
持
で
継
続

経営戦略について検証・分
析したことを共有し、令和6
年度に実施する経営戦略の
改訂を速やかに進めるため
の資料を作成しました。

経費回収率等の経営指標
について検証及び分析した
内容を、係内で共有し、職
員の知識及び組織能力の
更なる向上を行いました。

現
状
維
持
で
継
続

現
状
維
持
で
継
続

現経営戦略において加味す
べき内容を確認するととも
に、財政収支を把握し、経
営戦略の改訂を行います。

・年次報告書を作成し、上下水道局
ホームページ等で公開しました。
・上下水道施設見学会（上青木浄水
場、荒川町ポンプ場）を実施し、16名
が参加しました。
・イベント（市産品フェア、彩の国フェ
ア、消防防災フェア）に出展し、下水
道事業をＰＲしました。なお、出展を
予定していた荒川ふれあいまつりは
荒天のため中止となりました。
・広報誌を年2回発行し、下水道事業
の財政状況・経営状況・取組みにつ
いて掲載しました。掲載にあたっては
写真や図を活用し、理解に繋がるよう
努めました。
・上下水道事業学習用パンフレットの
内容を更新し、上下水道局ホーム
ページに掲載しました。

□上下水道広報誌の発行
　2回（8月号・2月号）

□イベントへの参加
　3回（市産品フェア・彩の国フェア
　消防防災フェア）

お客様の下水道事業への
理解に繋がるよう、ホーム
ページ、SNS、広報誌、各種
イベントにおける広報方法を
工夫します。

中核市及び県内事業者の下水道使
用料及び経費回収率に関する情報を
収集し、比較、分析を行いました。

Ⅳ
下
水
道
事
業
の
経
営
の
健
全
化

Ⅳ-2
広報活動の充
実や市民ニー
ズの把握に努
めます

Ⅳ-2-②
市民ニーズの
把握

上下水道総務課 下水道（汚水）を使用できる市民が
速やかに下水道（汚水）に接続して
いただけるよう、積極的な広報活動
に努めます。また、下水道サービス
の向上を図るため、さまざまなイベ
ントなどを通じて、直接市民の声を
聴くなど、市民ニーズの把握に努め
ます。

住民説明会や各種イベントへの出展・
参加などを通じて、直接市民の声を聴
くなど、市民ニーズの把握に努めま
す。

・イベントや上下水道局ホームページを活用
し、アンケートを実施します。
・アンケートの意見を各事業に反映できるよ
う、内容、集計方法を検討します。

①0

②0

Ⅳ-1
経営基盤を強
化し経営の健全
化に努めます

・アクアプラン4-1-4「水道事業PRとお客様の
声の反映」と連携し、各種イベントに参加しま
す。
・上下水道局ホームページや上下水道広報
誌「みずぐるま」に工夫を凝らし、市民の事業
に対する理解促進を図ります。

上下水道総務課 将来にわたり安定した下水道サー
ビスを市民に提供するため、経営
基盤の強化に努めます。

今後、人口の減少や節水機器の普及
などによる下水道使用料（収入）の減
少、施設の老朽化に伴う更新費用（支
出）の増大が想定されます。今後も引
き続き、経費の削減や維持管理に努
めつつ健全な下水道経営を実現する
ため、適正な経費回収率などを指標と
した下水道使用料について検討しま
す。

①88

②88

Ⅳ-1-②
適正な下水道
使用料の検討

①0

②0

・ＳＮＳを活用し、イベントに
ついての情報を発信しまし
た。
・アクアホールを利用した施
設見学に代わって、上下水
道施設見学会を初めて実施
しました。

ＳＮＳを活用し、上下水道局
ホームページでのアンケー
トやイベントなどについての
情報を発信しました。

0 －

下水道サービスの向上のた
め、上下水道局ホームペー
ジやイベントなどで行ってい
るアンケート内容の見直しを
行うなどし、お客様ニーズの
把握に繋がるよう検討しま
す。

0

財政収支を把握し、経費回
収率等の経営指標を基に、
適正な下水道使用料の検
証を行います。

①72,000

②72,000

41,546 58% ・新たに下水道供用開始となった区
域の世帯と任意に選定した地区の下
水道未接続世帯に対し、戸別配布
（986件）をしました。
・私道共同排水設備整備補助金は12
件（新設10件、布設替2件）、水洗便
所改造資金補助金は189件（市内業
者の工事71件、市外業者の工事118
件）に対し、補助しました。
上記を行ったことで、水洗化率（人
口）は前年度比0.01％減の94.34％と
なったものの、水洗化人口は3,717人
増加しました。

□水洗化率
 （94.34％/94.76％）

□戸別訪問（配布）
 （986件）

□私道共同排水設備整備補助金
申請
 （12件）

□水洗便所改造資金補助金申請
（189件）

本市では、下水道処理区域
外においても宅地化が進ん
でおり、既に汲み取り方式
や浄化槽で排水処理をして
います。一般的に下水道へ
切替える際には、自己負担
となる工事費が新規で接続
するよりも高額となるため、
切替えへの躊躇が水洗化
率向上の足かせになってい
ると思われます。今後も、周
知・啓発や戸別訪問を続
け、下水道に接続されてい
ない皆様のご理解とご協力
を得ながら、下水道未接続
世帯の解消に努めて参りま
す。

現
状
維
持
で
継
続

業務のプロセス改善として、
更なる水洗化率（人口）の加
速のため、既に下水道が供
用開始になった区域であっ
て、補助金の申請期間内に
ある世帯に改めて戸別配布
を行うことで、切替工事の促
進を図って参ります。

・類似団体及び県内事業者等必要に応じ対象
事業体を抽出し、下水道使用料の調査・分析
を行います。
・経費回収率等を比較、分析し適正な下水道
使用料について検討します。

①0

②0

下水道（汚水）は、市民に接続されて
はじめてその効果（生活環境の改善
や河川などの水質保全）を発揮しま
す。さらに、下水道接続率を向上させ
ることは、資産の有効活用や下水道
使用料の収入確保にもつながることか
ら、戸別訪問などによる接続促進活動
を行います。また、下水道（汚水）に接
続するための工事費用に対する支援
の拡充について検討します。

・職員による戸別訪問を実施し、水洗化率（人
口）の向上を図ります。
・私道共同排水設備整備の補助などを実施
し、水洗化率（人口）の向上を図ります。

生活環境の改善や河川などの水質
を保全するため、下水道（汚水）の
整備が進んでいない地域において
は、引き続き、下水道（汚水）の整
備に取り組みます。

将来にわたり安定した下水道サー
ビスを市民に提供するため、経営
基盤の強化に努めます。

Ⅳ-2-①
広報活動の充
実

上下水道総務課 下水道（汚水）を使用できる市民が
速やかに下水道（汚水）に接続して
いただけるよう、積極的な広報活動
に努めます。また、下水道サービス
の向上を図るため、さまざまなイベ
ントなどを通じて、直接市民の声を
聴くなど、市民ニーズの把握に努め
ます。

下水道事業の必要性や下水道の内容
などをわかりやすく市民に伝えるた
め、市ホームページや広報誌などを活
用した情報提供を行うとともに、各種イ
ベントを通じ積極的な広報活動に努め
ます。また、下水道施設の見学会開催
について検討します。

Ⅰ
快
適
な
生
活
環
境
の
実
現

Ⅳ
下
水
道
事
業
の
経
営
の
健
全
化

Ⅰ-1
生活環境の改
善や河川の水
質保全に努めま
す

Ⅳ-1
経営基盤を強
化し経営の健全
化に努めます

Ⅰ-1-③
下水道接続率
の向上

Ⅳ-1-③
下水道接続率
の向上（再掲）

下水道維持課

下水道維持課

－ ・市民意識調査及び上下水道局ホー
ムページや市産品フェアにてアン
ケートを実施し、下水道事業の取組
みの周知度を把握するとともに、お客
様のご意見・ご要望を収集しました。
・上下水道局ホームページでのアン
ケートやイベント実施の際はSNSを活
用し、広く周知しました。また、イベン
トでのアンケートでは、紙での回答以
外に引き続きスマートフォンでも回答
できるようにしました。

88 100%

・収入状況の把握に努めるとともに、
事業評価（終了時評価）を実施し、事
業を実施する上での課題及び改善方
針を確認しました。
・財政収支を検証し、令和6年度に実
施する経営戦略の改訂の準備を行い
ました。

－0



令和５年度下水道事業評価（終了時）　一覧表

有効性
指標や目標
値の達成度

目的に対する
実施内容

効率性
業務のプロセ
ス改善（創意
工夫）

投入した費
用・労力に対
する成果

説明責任
意見や苦情
に対する適切
な対応

情報発信の
実施

組織学習
職員の知識
向上のため
の取組み

知識の伝達

①当初予算額
(千円)

②現計予算額
（千円）

実
施
方
針

施策目標 施策 主管課 施策目標 施策
取組内容、数値目標及び

スケジュール
（単年度）

決算額
（千円）

視点評価

各施策の目標値に
対する実績値

（実績値/目標値）
執行率 達成状況

総合評価

評価理由
（特記事項）

今後の
実施
方針

事業を実施する上での
課題及び改善方針

有効性 Ｂ Ａ Ｂ

効率性 Ｂ Ｂ

説明責任 Ｂ Ｂ

組織学習 Ｂ Ｂ

Ⅲ-1
管路施設の適
切な管理により
事故の未然防
止に努めます

Ⅲ-1-③
人材の確保と
民間活用手法
の研究

  下水道維持課 流下機能の継続的な維持や道路
陥没など管路施設の不具合に起因
する事故を未然に防止するため、
適切な維持管理を行い、計画的に
改築に取り組みます。

管路施設の維持管理における効率的な民間
活用の検討を行います。

有効性 Ｂ Ａ Ｂ

Ⅲ-2
ポンプ場施設の
適切な管理によ
り事故の未然防
止に努めます

Ⅲ-2-③
人材の確保と
民間活用手法
の研究（再掲）

ポンプ場管理
センター

定期的な点検・調査により施設の
状況を把握するとともに、修繕によ
る施設の延命化を図りながら計画
的な改築に取り組みます。

ポンプ場施設の維持管理における効率的な
民間活用の検討を行います。

効率性 Ｂ Ｂ

説明責任 Ｂ A

組織学習 Ｂ Ｂ

有効性 Ａ Ａ Ｂ

効率性 Ｂ Ｂ

説明責任 Ｂ Ｂ

組織学習 Ｂ Ｂ

Ⅳ-1
経営基盤を強
化し経営の健全
化に努めます

限られた財源の中で引き続
き管きょの改築延長が延伸
できるよう工事発注を行い
ます。

現
状
維
持
で
継
続

・施設の耐震化、ストックマ
ネジメント、耐水化計画や、
老朽化した機器の更新、トラ
ブル対応を行う職員数や予
算確保が課題です。
・今後も積極的に局内各課
へ情報提供を行い、研修の
受講や資格取得を促してい
きます。

□外部研修受講
　（12講座23人）

・管路施設の維持管理に関し、先行
事例等を参照し民間活用についての
情報収集を行いました。
・ポンプ場施設の維持管理における
民間活用手用について研究を行いま
した。
・有料研修の実績については、延べ
23人が12講座を受講し、下水道事業
体の職員としての見識を広げました。

職員に対する研修の充実や資格取得
を積極的に促進するとともに、必要に
応じ、組織体制の見直しについて検討
します。また、適切な維持管理を行う
手法の一つとして、下水道施設の維
持管理に関する民間活用についても
研究します。

下水道施設の計画的な維持管理およ
び改築を行うため、ストックマネジメン
ト計画を策定し、膨大な下水道施設の
状況を客観的に把握、評価すること
で、長期的な状態を予測しながら、計
画的かつ効率的に下水道施設の管理
を行い、建設投資にかかる経費の平
準化を図ります。

・青木・横曽根・中央・南平地区において老朽
管きょ2,900ｍの布設替え、管更生工事を実施
します。
・管きょの清掃を行うほか、青木、横曽根区域
の管内調査を実施します。
・汚水取付管や人孔蓋等の破損による小規
模改修工事を実施します。

今現在でも部品生産の遅れ
に改善傾向が見えなく不安
がありますが、老朽化した
電気・機械の更新工事は今
後も継続的に発注を行いま
す。

現
状
維
持
で
継
続

事業進捗について広報誌に
掲載し啓発を行いました。

積極的に研修案内等の情
報発信を行ったことで、昨年
よりも予算執行率が増加し
たため、今後も職員へ研修
受講を勧めていきます。ま
た、人事異動などを見据え
て、日頃から、知識と情報の
伝達に努め、更なる組織能
力の向上と改善を図ってい
きます。

工事・委託の着工は目標を
達成しましたが、完了は
ケーブルの遅れにより次年
度に繰越ました。

Ⅲ-2
ポンプ場施設の
適切な管理によ
り事故の未然防
止に努めます

Ⅳ-1
経営基盤を強
化し経営の健全
化に努めます

Ⅲ-2-①
計画的な維持
管理および改
築の推進（再
掲）

Ⅳ-1-④
計画的な維持
管理および改
築の推進（再
掲）

ポンプ場管理セ
ンター

ポンプ場管理
センター

定期的な点検・調査により施設の
状況を把握するとともに、修繕によ
る施設の延命化を図りながら計画
的な改築に取り組みます。

将来にわたり安定した下水道サー
ビスを市民に提供するため、経営
基盤の強化に努めます。

下水道施設の計画的な維持管理およ
び改築を行うため、ストックマネジメン
ト計画を策定し、膨大な下水道施設の
状況を客観的に把握、評価すること
で、長期的な状態を予測しながら、計
画的かつ効率的に下水道施設の管理
を行い、建設投資にかかる経費の平
準化を図ります。

現
状
維
持
で
継
続

Ⅳ-1
経営基盤を強
化し経営の健全
化に努めます

Ⅳ-1-⑤
人材の確保と
民間活用手法
の研究（再掲）

上下水道総務課 将来にわたり安定した下水道サー
ビスを市民に提供するため、経営
基盤の強化に努めます。

職員に対する研修の実施や資格取得を促進
します。

①1,778

②1,778

1,518 85%

951,068

①1,051,648

②1,194,889

Ⅲ-1-①
計画的な維持
管理および改
築の推進

Ⅳ-1-④
計画的な維持
管理および改
築の推進（再
掲）

 下水道維持課

 下水道維持課

流下機能の継続的な維持や道路
陥没など管路施設の不具合に起因
する事故を未然に防止するため、
適切な維持管理を行い、計画的に
改築に取り組みます。

・元郷排水ポンプ場外ゲートの補修を実施し
ます。
・青木中継ポンプ場Ｎｏ１ポンプの更新を実施
します。
・青木中継ポンプ場吐出弁逆止弁の更新を実
施します。
・青木中継ポンプ場流入ゲートの更新を実施
します。
・鬼沢橋地下ポンプ室雨水ポンプ室2号の更
新を実施します。
・竪前橋ポンプ場2号沈砂掻揚機の更新を実
施します。
・仲町排水ポンプ場ほか6カ所の監視装置の
更新を実施します。
・長蔵1丁目地下ポンプ室ほか１４カ所監視装
置の更新を実施します。
・水位計更新工事を実施します。
・ストックマネジメント計画における更新工事を
行います。

Ⅲ
下
水
道
施
設
の
適
切
な
管
理

Ⅳ
下
水
道
事
業
の
経
営
の
健
全
化

①829,157

②1,308,655

将来にわたり安定した下水道サー
ビスを市民に提供するため、経営
基盤の強化に努めます。

Ⅲ-1
管路施設の適
切な管理により
事故の未然防
止に努めます

73% ケーブルの遅れにより、下記工事２件
及び委託２件は、次年度に繰越まし
た。その他の工事は完了しました。
・青木中継ポンプ場電気設備更新工
事
・青木中継ポンプ場電気設備更新工
事監理業務委託
・寿町ポンプ場除塵機更新工事
・寿町ポンプ場除塵機更新工事監理
業務委託

□機械設備改修事業着工済み施
設数
　（5件/5件）

991,108 83% ・管路施設の改築については、令和4
年度から繰越しした工事（593.9ｍ）を
含め、2,984ｍ実施し、事業の進捗と
しては予定どおりです。
・管内調査、人孔点検及び清掃につ
いては当初予定通り工事・委託を行
いました。

□管路施設の改築済延長累計
（SM計画）
　（61,256ｍ/61,800ｍ）

□各年度改築延長
　（2,984ｍ/2,900ｍ）


